- 現場福音化メッセージ -
序論2　現場福音化のためのメッセージ　使17:3
イエス・キリストは、単に思想や概念、教訓などを残して去られた方ではなくて、
今もすべての信徒とともにおられる方である(マタ28:20)。だから、その方とともにその方の
メッセージも伝えられるべきである。つまり、次の五つのことを語り告げ知らせるべきなのである。
１．イエスのいのち
(1)ただ唯一の道であるため(ヨハ14:6、使4:12)
(2)その方のみによって解放されるから(ロマ8:2)
(3)その御名を通して助け主である聖霊が臨まれるから(ヨハ14:26)
(4)人間のすべての努力は挫折する日が来るので(マタ11:28)
(5)その方を通して神様を見上げられるので、真の望みや真の目標、真の力、真の勝利が与えられる
２．イエスの力
(1)イエスのみが罪に打ち勝たれた(Ⅰペテ3:18)
(2)イエスのみが世に打ち勝たれた(ヨハ16:33)
(3)イエスのみがサタンに打ち勝たれた(Ⅰヨハ3:8)
(4)三つの質問
　①救いの確信　　　　　　②救いの方法　　　　　　③救いの証拠
３．イエスの治療
(1)たましいの治療(マタ8:16)
(2)心の治療(マタ11:29)
(3)肉体の治療(マタ8:16,17)
４．祈りの答え
(1)マタ18:18～20、ヨハ16:24、ヨハ15:7、Ⅰヨハ3:24、Ⅰヨハ5:14
(2)正しい祈りを教える
(3)正しい方法を教える
(4)祈りの課題を集める
(5)祈りの課題の分かち合い
(6)祈りの答えの分かち合い
(7)祈りの答えを証しするように
５．伝道の働き
(1)イエスを体験する道(マタ28:30)
(2)イエスの力を証しする道(使3:1～20)
(3)神様に用いられていることを悟る道(使8:26)
(4)神様のご計画を知る道(使8:4～8、10:3、16:14,15、16:31)
(5)神様の力を体験する道(使1:8)
